平成19年3月24日

　祝　　辞

各　　位

学校法人昌平黌

理事長　田久　孝翁

本日ここに平成18年度学校法人昌平黌関係大学各学部学科、合計248名に対する合同学位記授与式を挙行するにあたり、各界の代表者を始め保護者多数のご臨席を賜り、斯くも盛大に式典を執行出来ますことは、只々感激の極み、感謝に堪えないところであります。

さて、本学の卒業生は、諸君を含め1万1千有余名に及ぶ黌友、先輩各位の努力によって築いてきた学風樹立の精神とは、母体校昌平中学創立以来実に1世紀と言う歴史と伝統を有する大学であることも忘れてはならないことの一つであります。

同時に創立以来今日まで、この大精神を支えてきたものは一に係って孔子の教えに基づく大和と大義「行義以達其道」これ即ち、昌平黌精神と言うものであり、今更改めて申すまでもなく、孔子は世界四大聖人の筆頭に数えられ、今から2,558年前の昔に遡り今日に至るも、正に「孔子は生きている」と言うのが私の実感であります。その意味において、諸君はこの教えに基づき自信と勇気を持って新たな時代21世紀の時代的要請に応えて、その責任の在りかを明らかにしていかなければなりません。

そこで昌平黌精神とは、人間形成、人の道とは何か、これらを現実の社会問題としてとらえ、自らの生き方を正し、豊かな人生観を養い、ことの善悪を正しく判断することが出来るかどうかが問われている。特に昨今の社会情勢は、政治・経済・教育共に重大なる転換期を迎えていることも軽視してはならない。常に温故的知新者たらんとする努力が求められているのであります。

更に、晴れて学位記授与式という今日の日を迎え、既に心の準備は出来ている筈でありますが、ここでもう一度自らの心に手を当て、曾て小学校入学以来今日までご両親の手厚い愛情に育まれ、一方、学校教育法など青少年をとりまく幾多の法律的環境の下に保護されてきたことも、そのすべての法律的垣根は本日、只今をもって取り除かれ、同時に学士・短期大学士という紳士淑女の称号を授与され、名実共に立派な紳士淑女として本日胸を張ってこの黌を巣立って行くのでありますが、果たして誰の為であったのか、改めて物事に対する感謝の心がなければなりません。我々人間は心があるからこそ万物の霊長であるのであって、心そこにあらざれば只の動物でしかありません。然らば心の教育とは一体何かということであります。決して心は一人歩きは致しません。心身共にその労苦に堪えるとき正にこれを学び、これを知ることが即ち、心の教育であり、温故的知新者の道程であり、社会的先達（指導者）の条件でもあります。

「義を行い以て其の道に達する」と言う本黌建学以来の大精神もまたそこにあるのであります。その意味で本学にはこの心の教育、精神醸成の道場として、孔子を祀る大成殿があります。諸君はこの大成殿建立の意義をよく理解し、卒業後も本学黌友の一員として陰に陽に生涯学習に励み、指導教育の理念に基づき立派な社会人として、ご両親の慈愛と負託に応え、また黌友に対する友情を重んじ、人間として尚一層立派に成長されることが、本日この卒業生一同に課せられた責任と使命観であると私は断言して憚らない。ということは、我々人間は「心」一つがすべてであると申し上げまして餞（はなむけ）の言葉と致します。

以上申し上げまして卒業生諸君の洋々たる前途を祝し、ご参会を頂きましたご来賓を始め、ご父兄皆々様に対し深甚なる謝意を表し私の祝辞と致します。

